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社協細野支部（萩原豊彦支部長）では、
「細野地区敬老会」を11月8日（日）細
野ふるさとセンターにおいて開催しまし
た。敬老会は隔年開催され、細野生涯学
習運営委員会が毎年開催している「細野
ふるさとまつり」と共催して、細野小学
校児童の和太鼓、細野保育園園児のお遊
戯、細野生涯学習各サークルの日本舞踊、
歌謡舞踊、詩吟、カラオケ、コーラス、
レクダンス、社交ダンス、北中学校生徒
の合唱等の演芸プログラムを楽しんでい
ただきました。会場内には招待者106名
が参列し、皆さん、ステージの演技に喜
んで拍手を送り大盛況のうちに散会とな
りました。 （丸山）

地域を上げて賑やかにお祝い
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情報は
社協事務局へ

安 中 本 所 ℡ ３８２－８３９７
松井田支所 ℡ ３９３－３９４８

11月5日（木）市役所会議室において

介護予防サポーター上級コース研修が行

われました。榛名荘病院の原田理学療法

士を招いて、「要介護」とならずに地域

で長く健康に暮らすための運動や栄養の

知識、鬼石町で住民主体で行われ大きな

成果を上げている「鬼石モデル」と呼ば

れる筋肉トレーニングの実技指導を学び、

本人の意欲で健康寿命は延ばすことが可

能だと教えていただきました。またそれ

を支える地域の介護予防サポーターの役

割の重要性にも改めて気付かされました。

（花岡）

介護予防サポーター上級コース研修
「要介護」とならず健康で暮らすためには

鬼石モデルの実技指導

10月23日（金）第12回東横野ふれあい・
いきいきサロンが東横野公民館で開催さ
れました。この会は、年1回、70歳以上
の一人暮らしの方々を招待して、ボラン
ティア団体（すみれ会）、民生委員児童
委員、食事改善推進員の3団体が共催で
行いました。
プログラムは、歌・ゲーム・かくし芸・

体操・市消費生活センター三宅氏の話。
食事改善推進員の手作り弁当での食事会
等多彩でした。笑いと交流ありの会で、
「初めて参加したが、来て良かった。楽
しかった。」の声が印象的でした。

(茂木)

交流と食事会で元気に
東横野ふれあい・いきいきサロン

食事会の様子

広 報 委 員 紹 介

役 職 氏 名 選 出 区 分

広報委員 市川 まゆみ 学識経験者

広報委員は、年６回発行している広報紙「社協あんなか」の取材、記事作成、校正などを行っ

ています。支部社協推薦者や学識経験者等で構成されており、地域の行事や福祉活動等の情報

を把握し、その福祉活動を市民に発信する活動をしています。

任 期 平成27年11月25日～平成29年3月31日
（敬称略）
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平成27年度群馬県社会福祉大会開催

11月18日（水）前橋市民文化会館大

ホールにおいて、平成27年度群馬県社

会福祉大会が「互いに支えあう地域づ

くり」をテーマに開催されました。

記念講演では、「ゆとり・ユーモア・

帰りは元気！」という演題で、宮本隆

治氏（フリーアナウンサー）が講演さ

れました。

永年にわたり社会福祉の発展に功績

のあった方々の表彰などが行われ、最

後に福祉ボランティア顕彰受賞校によ

る活動状況発表がありました。

市内で表彰された方々は下記のとお

りです。 (事務局)
ステージの様子

群馬県知事表彰
民生委員・児童委員功労章

篠原晴美

社会福祉事業施設長等表彰

中島弘美 新井ひとみ

社会福祉事業従事者表彰

宇佐美和子 染谷早苗 加藤洋子

福祉ボランティア顕彰
個人の部 団体の部

爪和子 ティアレ安中

群馬県社会福祉協議会会長表彰・感謝
保護司功労者（社会福祉関係団体推薦） 社会福祉施設及び団体の役職員功労者

澤田 修 （社会福祉関係団体推薦者）

社会福祉施設及び団体の役職員功労者 真木暁子

（市町村社会福祉協議会推薦） 優良社会福祉地区（市町村社会福祉協議会推薦）

有坂敏子 一柳美奈 上原米一 安中市社会福祉協議会 安中支部

神成ひとみ 須藤英利 髙井玲子 協力団体 （市町村社会福祉協議会推薦）

中島純子 野口洋子 安中ロータリークラブ

（敬称略・順不同）

（敬称略・順不同）

（敬称略・順不同）

おめでとうございます
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市内社会福祉施設等紹介第30回

施設名 デイサービス さくら
所在地 安中市簗瀬447－10
定 員 35名
連絡先 027-380-2227 設 立 平成25年6月1日

概 要

要介護者（要支援者）が、その方の能力に

応じ自立した日常生活を営むことが出来るよ

う、必要なお世話や機能訓練を行う施設です。

施設は碓氷川近くの静かな住宅街にあり、

「ジョリエやなせ」に隣接しています。

職員は常時10名以上配置し、日曜日・年末

年始を除き営業しています。さくらは母体が

須藤病院であり、最大の特徴は、安中市で唯

一、理学療法士を毎日2名常駐させ、個別機

能訓練(リハビリ)を行っている点です。

また、中重度の介護を得意とし介護職員を

基準以上に配置、看護師も2名配置していま

す。

フロアで体操

管理者の大澤さんと相談員の高橋さんに日々の

様子を伺いました。

一日の流れは、右の表のとおりですが、週2～3

回の利用者の方が中心で、男性も比較的多く、機

能訓練を中心に、将棋やカラオケ・園芸などを行っ

ています。親戚、兄弟・姉妹の利用もおり、さく

らで会うのを楽しみにされ、脳トレ、各種リハビ

リ体操、レクリエーションをそれぞれ思い思いに

楽しんでいます。夫婦で利用の方もいます。

「年間行事計画に基づき、四季折々の行事があ

り、提供時間終了後より、外出レクリエーション

（花見、梨狩り、紅葉見学、買い物など）が大人

気です。」と熱く語っておりました。

また、浴室には1人用の浴槽、5人用の大きな浴

槽、要介護5の方まで対応できる機械浴も完備さ

れていました。特徴を出して喜ばれる施設づくり

を目指したいとの事でした。 （萩原）

リハビリの様子

１日の流れ
7：45～10：00 送迎

8：30～12：00

健康チェック・入浴・個別機能訓練

各種体操・脳トレなど

12：00 昼食・昼休み

13：30 選択レクリエーション

14：15 おやつ(主に手作り)

14：30～17：00 帰りの送迎
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日常生活自立支援事業
～福祉サービスの利用や金銭管理に不安になった方を支援します～

認知症高齢者、知的障害者、精神障害者などで判断能力が不十分な方が対象になっていま
す。なお、療育手帳や精神障害者保健福祉手帳を持っていたり、認知症の診断を受けている
方に限られるものではありません。相談や支援計画作成は無料です。支援にかかる時間によ
り料金が変わってきます。また利用される方の所得により利用料の助成があります。

利用対象者と料金について

【お問い合わせ】
安中市社会福祉協議会
安 中 本 所 安中市安中3‐19‐27 電話３８２－８３９７
松井田支所 安中市松井田町新堀245 電話３９３－３９４８

①相談

社協にご相談くだ

さい。

＊自宅で生活されている

方のほかに施設、病院の

方も利用できます。

②訪問・調査

専門員が訪問しお話を

伺います。

③契約書支援計画書作成

ご本人の意向を確認しながら契

約内容、支援等を提案します。

④契約

契約内容に間違いがなければ、利用者と県

社協、市社協の3者で利用契約を結びます。

⑤サービス開始

契約に基づいて担当職員が

お手伝いします。

利用手順について

主なサービス内容
毎日の暮らしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。

・福祉サービス利用料金、病院の支払い代行や手続き
・公共料金や年金、福祉手当の受領に必要な手続きや支払い
・日用品購入の代金支払い手続き

福祉サービスを安心して利用できるようにお手伝いします。

・福祉サービスの利用に関する情報提供や相談
・福祉サービスの利用における申込み契約の代行
・福祉サービスに関する苦情解決制度の利用手続きの支援

大切な通帳や印鑑、証書などをお預かりします。

・保管を希望される通帳や印鑑、証書などをお預かりします。
＊保管できるものとしては年金証書、証書
（保険証書、不動産権利書、契約書など）、

預金通帳、実印、銀行印。
＊宝石、書画、骨董品、貴金属類や有価証券などはお預かりできません。



区　分 割合

問題・課題 191 件 20%

課題解決策 197 件 19%

問題・課題 212 件 22%

課題解決策 270 件 26%

問題・課題 62 件 7%

課題解決策 57 件 5%

問題・課題 205 件 22%

課題解決策 220 件 21%

問題・課題 111 件 12%

課題解決策 112 件 11%

問題・課題 172 件 18%

課題解決策 190 件 18%

問題・課題 953 件 100%

課題解決策 1046 件 100%

1999 件

その他

計

防災に関すること

生活環境に関すること

子どもに関すること

近所付き合い・地域活動に関すること

キーワード 件数

高齢者に関すること

キーワード 具体例

子どもに関すること

その他

地域住民同士の交流がない、近隣住民の情報がわからない、役員の受け手がい
ない、育成会や婦人会などの地域組織の弱体化など

一人暮らし高齢者や高齢者世帯の増加、認知症の方の支援、高齢者の健康に不
安がある、高齢者になると運転ができないなど

災害が起きた時の不安、避難方法がわからない、防災無線が聞こえないなど

空き家が増えている、買い物や病院にいけない、ゴミ出しができないなど

子どもが少ない、遊び場がない、通学路に不安があるなど

管理されていない土地が多い、道路に関すること、動物被害が多いなど

近所付き合い・地域活動に関すること

高齢者に関すること

防災に関すること

生活環境に関すること
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社協では、昨年度より支部社協のご協力をいただき、各地区14支部で座談会を行いました。

座談会は、地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本理念である「支えあいと協働によるやすら

ぎのある地域社会をめざして」をもとに、地域全体で福祉に関する困りごとや課題を共有し、解

決に向けた取り組みを考えていくものです。

具体的には、14地区の支部社協で活動を展開している役員とその地域に居住している住民に参

加していただき、小グループに分かれて住民の視点から地域にある課題や身近な生活の困りごと

を洗い出し、参加者同士で地域の状況を把握するとともに、どのような取り組みが、今後必要な

のかを自由に話し合い、意見交換や情報共有するグループワークを実施しました。

14地区の座談会で福祉の課題、生活の困りごと、課題解決策の意見等を下記の6つのキーワー

ドに分けて集計しましたのでご報告いたします。

【開催期間】平成２７年１月１３日（火）～平成２７年３月１１日（水）の間に１４回開催

【開催場所】安中市内公民館、住民センター等

【参加者数】３５２人

安中市１４地区（全域）座談会の報告
～多くの方に座談会に参加いただきありがとうございました～
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サ ロ ン 通 信

事例発表する爪氏

「音あそびの会たんぽぽ」は、東日本
大震災の被災者が音楽の力で癒される姿
を見て、自分たちも地域の人々を笑顔に
したいと、平成23年7月に片岡美幸さんが
中心になって立ち上げた会です。仕事を
持つ女性16人が、主に安中市・渋川市の
施設やサロンを年間40カ所以上訪問し、
活動しています。

11月25日（水）介護老人保健施設「め
ぐみ」の3階食堂では、わらべ歌や唱歌な
ど昔懐かしい曲の演奏や、一緒に歌って
音あそびに参加できる和やかな雰囲気を
体感しました。 （小板橋）

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 通 信

10月15日（木）平成27年度西部ブロッ
クのふれあいいきいきサロン研修会が甘
楽町文化会館で開催されました。

高崎市子育てサロン高橋鈴子氏、安中
市高齢者サロン「おせっ会」爪和子氏
による事例発表。そして、東京都レクリ
エーション協会理事の飯田弘氏による健
康に日常生活が送ることができる頭の体
操、脳のトレーニングを多数の人が学ん
でいました。 （吉田）

歌で盛り上げるボランティアの皆さん

サ ロ ン 紹 介
「ふれあい・いきいきサロン研修会」

寄付者の紹介（敬称略・順不同）

・特別養護老人ホームのどの荘 ・群馬県信用組合 ・安中市芸能協会

・武井秀樹 ・久芳グランドゴルフ愛好会 ・福祉ふれあいまつり実行委員会

・安中市書道協会 ＊東日本大震災義援金は除く

平成27年10月1日～ 平成27年11月30日

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介
「 音 あ そ び の 会 た ん ぽ ぽ 」

社協あんなか51号で、平成27年度社協特別賛助会員の報告をいたしましたが、その後新たに
会費の納入がありましたのでご紹介いたします。誠にありがとうございます。

特別賛助会員紹介（敬称略）

一 口 <磯 部 地 区> (株)メモリード
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編集・発行 社会福祉法人安中市社会福祉協議会 http://www.annakashakyo.com/
安中本所 安中市安中3-19-27 安中市地域福祉支援センター内 ℡382-8397
松井田支所 安中市松井田町新堀245 安中市役所松井田庁舎内 ℡393-3948

心配ごと相談について (１月・２月）

（安 中 本 所）と き：毎週木曜日 9:00～11:30（祝祭日を除く）

１月 ７・１４・２１・２８ ２月 ４・１８・２５
ところ：安中市地域福祉支援センター １F

（松井田支所）と き：毎週月曜日 13:30～16:00（祝祭日を除く）

１月 ４・１８・２５ ２月 １・８・１５・２２・２９
ところ：安中市役所松井田庁舎 ２F第９会議室

福祉バス運転手募集について
当会では福祉バスの運転手を募集いたします。ご希望の方は当会までお問い合わせください。

【募集人数】 １名

【条 件】 ① 大型自動車免許を有し、大型自動車の運転経験がある方 （二種免許は不要）

② 65歳未満の方 ③ 当会の事業に理解のある方

【賃金形態】 時給制（当会規程による）

【選考方法】 書類選考 面接

＊平成28年1月18日（月）までに履歴書の提出をお願いします。

【勤務形態】 1ヶ月ごとの交替勤務

（月によって運行回数が異なります）

【業務開始日】 平成28年4月1日（委託契約予定）

【お問い合わせ】 安中市社会福祉協議会

安中本所 電話 382-8397

10月から赤い羽根共同募金運動、12月からの1ヶ月間は、歳末たすけあい運動募金を実施してい

ます。みんなが地域で安心して暮らすことができる町づくりを目的としている募金活動です。 配

分先としては、地域を活性化させる福祉活動や施設等に配分いたします。市民の皆様からのあたた

かい募金をお待ちしております。

【実 施 期 間】 平成27年12月31日まで

【お問い合わせ】

社会福祉法人安中市社会福祉協議会

安 中 本 所 安中市安中3-19-27 安中市地域福祉支援センター内 電話 382-8397

松井田支所 安中市松井田町新堀245 安中市役所松井田庁舎内 電話 393-3948

赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい運動募金のお願い
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